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　　　　昭和二十八年七月十日螢行

講
瀧
購
灘
購
第
眠
五
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蟹

　
㌦
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ぜ
一
撃
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ヒ
，
ρ
．
ー
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脳

　　デ

i多
商

船
1講

正

無
我
思
想
に
於
け
る
灘
㎝
の
概
燈
芯
・
：
：
・
：
：
：
佐
々
木
現
順

公
麺
性
（
8
自
誓
§
一
＄
謡
8
）

（
O
O
欝
ヨ
償
コ
一
N
勢
δ
砕
凶
O
昌
）

と
流
通
性

：
山
　
内
　
得
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京都大攣文學部内
　京都哲學會



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
曾
描
は
瞳
醒
義
に
お
け
る
折
口
學
の
榊
醗
究
と
｝
く
の
薯
及
を
㎞
劉
る

　
こ
と
を
目
朗
と
す
る

一
、
ム
順
の
霞
蹴
旧
の
た
め
に
次
の
蹴
Ψ
蝶
氷
を
か
膏
う

8
　
毎
月
一
圏
研
究
韓
を
間
く

鋤
　
舗
年
公
開
講
演
禽
を
開
く

臼
　
毎
月
…
圃
「
哲
學
研
究
し
を
幾
行
ず
る

一
、
本
會
の
窟
業
を
途
行
ず
る
太
め
に
委
貴
薮
干
名
を
お
く
、

黍
掲
バ
は
轟
ゑ
綿
㎝
大
麗
Ψ
哲
…
學
科
巌
κ
冨
及
び
委
穏
ハ
倉
械
に
お
い
て
推
薦

　
し
驚
者
に
黍
囑
す
る

一、

{
會
は
愈
…
員
毅
綾
と
し
、
幹
員
に
は
賛
番
の
鰯
隈
を
設
け

な
い
、
學
校
・
潤
書
館
・
其
他
の
囲
欝
は
綴
驚
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
袈
と
し
て
年
八
四
〇
囲
四
、
梁
は
牛
年
週
二
〇
獺

を
葡
納
す
る

一
、
禽
1
4
録
パ
は
日
払
勃
鱒
の
期
鵬
需
側
を
受
け
、
愉
一
4
勲
躍
に
鞭
轟
告
詣
3
る
譲
…
磁
拙
の

毒
茸
に
嵩
製
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
禽
は
職
務
所
を
京
郡
大
學
丈
撃
部
内
に
お
く

一
、
本
桐
属
規
約
の
改
軍
…
織
久
更
は
味
脚
団
筑
奮
撹
の
決
講
脚
に
よ
る
　
呼

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

矢三松野西長田武三遍島下重臼上井有

賀
鐵
　
島
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原

　
内中
正
尾谷
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村

田
　
部
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欝
撫
鎌
究
嬉
閥
胃
＋
七
號
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
烹
ハ

　
第
二
に
し
か
し
そ
れ
撒
箪
た
る
階
號
と
し
て
庶
聯
こ
と
が
許
以
れ
勢
い
心
織
己
一
人
置
沙
み
解
撫
せ
ら
れ
獲
る
沿
鍛
曙
鶉
手
為
る
が
、

萬
人
に
よ
っ
て
灘
解
せ
ら
る
べ
嚢
も
の
尊
報
號
で
み
る
。
意
味
○
公
定
性
は
そ
れ
故
に
他
畿
の
認
識
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
公
類
性
ほ

麓
申
弛
我
の
認
識
に
於
て
、
瀞
ち
人
と
人
と
の
公
選
性
に
於
て
最
も
影
堂
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
雷
諮
は
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
で

あ
っ
癒
。
欝
諾
が
融
轡
的
機
能
を
果
す
と
い
わ
れ
る
の
も
そ
の
灘
由
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
o
o
ヨ
簿
§
謬
畷
は
齢
ち
◎
o
ヨ
讐
§
ド
鋤
鶏
8
で

あ
る
に
外
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
の
認
識
論
獄
主
と
し
て
肖
然
的
腰
物
の
認
識
を
論
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
し
て
悪
難
の
問
題
は
破
に
於
て
雅
遡
せ
ら
れ
て
し

※
つ
距
。
認
識
論
は
こ
の
外
に
、
他
我
の
認
識
を
加
齢
て
閥
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
否
、
我
粛
の
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
薗
然
的
塞
物

の
認
識
で
す
ら
意
昧
の
解
洗
で
あ
り
、
此
等
の
二
つ
の
場
合
翌
絶
し
て
意
味
の
聞
題
は
認
識
論
の
中
心
を
な
す
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
3
零
丁
三
3
ぎ
誹
を
「
靭
蔓
撫
し
と
謙
し
て
み
夜
が
醒
し
て
安
當
で
あ
る
か
否
か
は
艦
束
な
い
。
こ
の
小
飾
は
重
要
な
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
思

　
わ
れ
、
俺
縫
洋
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
今
は
強
要
せ
ら
れ
る
載
憲
に
、
不
売
聖
な
る
潔
轍
川
と
し
て
評
し
て
好
こ
う
。

前號録次

認
ー
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レ
ス
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お
け
る
癩
賀
懸
・
：
・
・
．
・
。
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轟
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湘
坤

申
槻
嘗
撃
の
識
哩
形
態
（
発
）
：
：
：
：
梶
山
　
蟻
、
一

（
薯
騨
辮
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翫
纏
騒
鯨
縫
）



會

皆

一
、
秘
露
は
窟
菖
貝
製
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
捌
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
倉
希
望
の
方
は
京
都
布
左
京
犠
削
中
西
浦
町
弘
女

帝
濫
門
｛
只
鰯
袖
哲
…
鐵
丁
倉
孫
げ
宛
に
規
定
の
愈
晶
賓
（
年
八
…
悶
○
…
闘
又
は

孚
葬
四
訟
○
劉
）
を
お
沸
込
下
さ
い

「
振
赫
口
座
京
都
一
九
置
五
六
番
　
京
都
哲
聯
州
禽
」

一
、
脅
日
費
切
劇
の
場
合
は
得
封
に
「
品
樋
金
切
」
の
印
か
一
捺
し
ま

す
か
ら
麹
ち
に
獅
掬
込
下
さ
い
、
　
年
分
（
久
は
傘
年
分
〉

會
嚢
は
原
酬
郷
と
し
て
本
七
一
十
一
一
燐
（
久
は
六
驚
）
　
の
塗
附
恥
獅

距
｝
財
納
て
賄
閉
ム
猟
M
切
丸
γ
と
し
、
脅
蝋
賓
の
圃
饗
百
ハ
允
ハ
他
の
蹴
｝
隷
哨
に
よ
岬
Φ

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
牟
年
）
怨
に
締
算
し
ま
す

酬
、
禽
員
只
の
聯
居
入
舞
脅
離
（
編
集
事
務
以
外
の
一
切
）
の
事
務

は
弘
丈
堂
内
寮
都
哲
愚
Ψ
宙
係
へ
御
麺
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
麺
信
・
駈
刊
馨
・
寄
賂
礁
誌
難
は
本

曇
…
範
に
お
…
取
り
下
さ
い

みメス

京京都
穀；署1；
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辺左

郊く學
箪麗
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口噛川 ｾ内田目

昭
湘
二
十
八
年
七
月
五
蔑
印
剃

昭
湘
二
十
八
年
七
月
十
漏
搬
行

　
　
　
　
編
集
人

爽
行
人

印
刷
人

印
羅
所

焚
行
所

右

二．代

村

　よ京暴

都都
大

融馨＝摩

　ドτ

學學

　　　部
勉　内會

酒

井

明

東
京
都
千
代
鐵
聯
鴇
暇
湾
醗
概
ノ
圏

耕
　
　
藤
　
　
久
　
　
悲

京
郡
市
顧
中
西
浦
町
爾
○

　弘
京

ma：文

田堂

玉印
浦
町欄
田

○部

麟
弘
　
文
　
堂

　
　
　
策
京
都
千
代
男
融
田
齪
河
冠
頭
ノ
廻

　
　
　
註
文
規
定

㎜、

ﾗ
幅
員
以
外
月
の
…
購
咄
醐
轟
磁
の
御
註
女
及
譜
ひ
廣
臨
筒
に
翻
す
る
件
一
は

「
弘
丈
堂
．
」
へ
獅
　
串
込
下
・
さ
い

一
、
本
誌
の
御
雛
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
親
皿
ハ
（
一
郡
、
定
償
七

十
樹
・
郵
穐
八
圓
）
前
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
、
特
に
諮
求
覇
同
及
び
領
牧
辮
H
離
を
要
す
る
揚
含
は
郵
雰
八
圓

を
お
塗
り
下
さ
い
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